
２ 本時について 

（１） 本時目標 ロケットを遠くまで飛ばすために、必要な羽の枚数を考えて、ロケットを作ろうとす

ることができる。 

（２） 本時展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践を終えて 

（１） 単元構想について 

 工作活動が好きな児童が多く、傘袋を使ったロケット作りは、身近にある傘袋を普段とは違う用

途に活用することを楽しみながら活動することができた。 

（２） 本時について 

 本時では、ロケットをよく飛ばすための考えを焦点化するために、羽の枚数に着目した。ネーム

プレートを使って自分の予想する羽の枚数について考えを表示させることは、自分の考えを明確

にして、まわりの児童へ伝えることにつながった。 

 予想を話し合う時間・作って飛ばす時間・ふり返る時間を４５分間で行う時間配分の難しさを感

じた。活動に重きを置いて時間設定をしたつもりだったが、満足に作る時間が足りない児童もいた。 

（３） 本時後について 

 傘袋ロケットを遠くまで飛ばすためには、羽の形や大きさ、羽をつける位置、前方に重りをつけ

るなど、たくさんの工夫が必要である。また、飛ばすための力加減や、投げる向きなど技術的にも

さまざまな要素が必要だが、子どもたちはそれぞれ自分なりの考えをもち、自分がよく飛ぶと思う

ロケットについて考えを発表することができた。そこから、よく飛ぶ友だちの意見を取り入れるこ

ともあれば、「ここだけは変えたくない」という自分の思いを強く持ちながら改善を重ねる様子も

見られた。友だちの意見を取捨選択しながらよりよいものに作りかえていく経験ができた。 

（４） 成果と課題 

 入学当初から、「相手に伝わる声で、相手を見ながら話す」「話している人をよく見て聞く」こと

を指導してきた。今回の話し合いの場でも意識しながら話そうとしたり、聞こうとしたりする様子

が見られたが、いつも積極的に話す児童は限定されてきている。いろいろな児童が自信を持ち、進

んで話せるように、成功経験を積んでいきたい。 

 また、自信を持って話すためにも 1 年生は根拠を考えるための土台となる経験や語彙が少ない

ことも感じた。羽の枚数をなんとなく予想することはできても、しっかりとした根拠を持つことは

1年生にはかなり難しかった。だからこそ、さまざまな生活経験を積み、気付きを言葉に表してい

くことが 1年生では大切である。1年生でのさまざまな経験が、学年が上がったときに根拠として

活用できるように、一日一日の経験を大切に積み重ねていきたい。 


